
（別紙３）

〜 令和7年2⽉10⽇

（対象者数） 9 （回答者数） 7

〜 令和7年2⽉14⽇

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

部屋の使い⽅は適切だったか、活動後にスタッフで
話し合い、柔軟な思考で利⽤者に適切な環境と空間を
提供できるようにしていきます

2

過去の遊びを参考にしつつも、現在通っていいただいている
お⼦さんの様⼦を都度アセスメントして、遊びをアップデートする
ための反省会、検討会をしています

3

個別でお⼦さんの今の様⼦や今の育児の悩み、
今後の育児について懇談する機会をさらに増やしていきたい
です
話やすいように、ゆったりとした環境を整えて⾏きます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・具体的に支援をすることとなった場合の人員配置、
きょうだいが利⽤するとなると、⻑期休みまたは⼟⽇となり
普段⾏っている療育とどう⽇程を調整していくかが⼼配

2

地域での活動把握はどうしたらいいのか、また活動があった
場合でも利⽤家族のニーズ調査をしていく必要がある。
求めていない⽅をどのように支援していくのがいいのか
⼼配

3

お⼦さんの活動に合わせて環境を整えています お⼦さんの発達やその⽇の利⽤人数、活動に合わせて、
環境を変化させて、お⼦さんがより分かりやすく、集中しや

すい環境作りを意識しています

お⼦さんに合った楽しめる活動をしています やらされる活動ではなく、やりたくなる活動を考えています。
「楽しく遊んでいたら、いつの間にか成⻑していた」と

感じていただきたく思い、楽しい遊び⽅になるように工夫してます

利⽤のお⼦さんでけではなく家族ぐるみの療育を提供してい
ます

療育を受けるお⼦さんだけでなく、⽇々⼀緒に過ごす
ご家族の⽅への支援を⼼掛けています。
困った事や、悩んでいる事をすぐに相談しやすい環境や時間を
設けて、お家でもできる事を提案させていただいています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

きょうだい児への支援 ・きょうだい児支援を⾏う場所や内容を検討したことが
なかった

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で
他のこどもと活動する機会

気兼ねなく地域の保育園に出向ける⽅とそうでない⽅が
いる中でどうグループ全体と支援しながら地域の
こどもたちと交流や活動をしていくか

令和7年1⽉30⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和7年3⽉3⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 デイサービスほっと(児童発達支援)

○保護者評価実施期間 令和７年１⽉ 20⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


